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韓

京

深

永
明
延
寿
は
唐
末
五
代
の
人
で
あ
り
、
文
益
に
続
く
、
法
眼
宗
第
三

祖
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に

『
仏
祖
統
紀
』
第

二
六
巻
の
浄
土
立

教
志
十
二

の
一
に
は
慧
遠
l
善
導
-
承
遠
-
法
照
-
少
康
-
延
寿
-
省

常
と
次
第
す
る
浄
土
教

の
系
譜
、
蓮
社
七
祖
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
て

い
る
。
今

回
私
は
彼

の
著
作
で
あ
る

『
宗
鏡
録
』
『万
善
同
帰
集
』
『
智

覚
禅
師
自
行
録
』
そ
し
て
二
十
余
種
を
数
え
る

『
伝
記
類
』
を
通
じ
て

彼
に
お
い
て
浄
土
教
思
想
が
ど

の
様
な
形
で
禅

の
思
想
と
融
合
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
か
と
い
う
問
題
を
考
察
し
て
見
た
い
と
思
う
。

ま
ず

『
智
覚
禅
師
自
行
録
』
に
は
彼
が
日
課
と
し
て
い
た
百
八
の
仏

事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
毎
日
、
『
法

華

経
』

『
般
若
心
経
』
『華
厳
経
浄
行
品
』
等
を
読
諦
し
、
十
方
仏
、
釈

迦

牟

尼
仏
、
阿
弥
陀
仏
、
薬
師
琉
璃
光
仏
、
諸
菩
薩
を
礼
拝
し
讃
嘆
し
て
い

る
。
浄
土
教
に
関
わ
る
行
に
つ
い
て
は
百
八
の
仏
事

の
中
で
十
七
が
あ

り
、
禅
浄
融
合
思
想
が
入

っ
て
い
る
所
は
三
ヶ
所
が
あ
る
。

こ
の
三
ヶ

所
の
中
の

一
つ
の
例
を
あ
げ

る
な
ら
ば

「
午
時
礼
二帰
依
主
安
楽
世
界

阿
弥
陀
仏

一普
願

一
切
法
界
衆
生
頓
二
悟
自
心
一成
二妙
浄
土
幻」
(第
二
一
)

と
禅
師
は
阿
弥
陀
仏
と
頓
悟
自
心
を
融
合
さ
せ
て
い
る
。
又
、
真
言
陀

羅
尼

(阿
弥
陀
如
来
真
言
=
o
m
 
a
m
r
t
a
-
t
e
j
e
 
h
a
r
a
 
h
u
m

と
同
生
浄
土
即
ち

廻
向
真
言
=
o
m
 
s
m
a
r
a
 
v
i
m
a
n
a
-
s
a
r
a
 
m
a
h
a
 
c
a
k
r
a
 
v
a
 
h
u
m
)

を
唱
え

る
こ
と
に
よ

っ
て
あ
ら
ゆ
る
罪
業

の
障
碍
を
断
じ
浄
土
に
往
生
す
る
こ

と
を
願

っ
て
い
る

(第
九
一
)
。
又
、
『
宗
鏡
録
』
は
彼
の
彪
大
な
著

述

に
し
て
そ
れ
は
雪
餐
山
の
中
峯
奄

に
て
書
き
始

め
、
そ
の
完
成
は
浄
慈

寺
で
成
し
遂
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
著
述
の
目
的
は
当
時

の
天

台
、
華
厳
、
法
相
が
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
の
で
そ
の
点
を
補

い
三
宗

を

一
心
に
よ

っ
て
綜
合
し
よ
う
と
し
た
所
に
あ

る
。
彼
の
伝
記
は

『
宋

高
僧
伝
』
以
外
に
も
二
十
種
類
ほ
ど
見
え
る
が
そ
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
禅
中
心
の
伝
記
、
あ
る
い
は
浄
土
中
心

の
伝
記
、
あ
る
い
は
天
台
中
心
の
伝
記
に
分
類

で
き
る
。
禅
中
心

の
伝

記
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は

『
景
徳
伝
灯
録
』

で
あ
り
、
浄
土
中
心

の

伝
記
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は

『龍
醤
増
広
浄
土
文
』
で
あ
る
。

彼
は
三
ヶ
月
の
安
居
期
間
を
長
生
不
臥
で
通

し
た
ほ
ど
に
(厳
し
い
禅

の
修
行
者
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
が
浄
土
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
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っ
た
動
機
と
し
て
伝
記
で
は
次

の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
即
ち
彼
が
国

清
寺
の
羅
漢
堂
で

「
一
心
禅
定
」
と

「
調
経
万
善
荘
厳
浄
土
」
と
い
う

二
つ
の
濁
を
作
り
、
そ
れ
を
引
い
た
結
果

「
論
経
万
善
荘
厳
浄
土
」
の

閲
を
選
び
そ
れ
を
以

っ
て
浄
土
に
帰
依
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は

修
行
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て

『仏
祖
統
紀
』
や

『
楽
邦
文
類
』

に
は
禅

(
1
)

に
関
し
て
は

「指
心
為
宗
以
悟
為
則
。
」
と
記
し
、
浄
土
に
関
し

て

は

「
日
暮
往
二
別
峯
一
行
道
念
仏
。
」
ど
記
し
て
い
る
が
、
し
か
し

『盧
山

蓮
宗
宝
鑑
』
で
は

「
朝
供
レ衆
夜
習
レ禅
。
」
と
し
て
夜
も
習
禅
し

た

と

伝
え
て
い
る
。
即
ち
、
『盧
山
蓮
宗
宝
鑑
』
は
延
寿
が
浄
土
に
帰

依

す

る
根
拠
と
し
て
次

の
よ
う
な
物
語
を
伝
え
て
い
る
。

つ
ま

り
、
「前
生

に
お
い
て
樵
夫
に
す
ぎ
な
か

っ
た
あ
る
老
人
が
虎

に
あ

っ
た
時
に

「
南

無
仏
」
を
唱
え
た
た
め
に
そ

の
功
徳
に
よ
っ
て
出
家
の
許
し
を
得
て
阿

(
2
)

羅
漢
果
の
境
地
を
得
た
。
」
と
い
う

『智
度
論
』
め
記
事
を
見
て
浄

土

に
帰
依
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

次
に
延
寿
は
世
間
の
人
に
念
仏
を
勧

め

る

と

き

『
永
明
道
蹟
』
に

「
師
念
三
世
間
業
苦
衆

生
不
レ能
二
解
脱
一
伝
以
二
念
仏
一
勧
人
同
生
浄

土
ご

と
あ
り
、
易
行
道
の
念
仏
門
に
よ

っ
て
宿
業
よ
り
脱

し
、
往
生

す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
彼
は
当
時

の
禅
徒
た
ち
に
対
し
て

「禅
師
日
多
見
二今
之
禅
者
一不
レ究
二如
来
之
了
義
一不
レ
知
二
達
磨
之
玄

機

一空
腹
高
心
習
為
二
狂
妄
一
見
レ修
二浄
土
一則
笑
レ之
日
彼
学
二愚
失
愚
婦

之
所
為
一
伺
其
鄙
哉
。
」
と
批
判
し
な
が
ら
浄
土
を
主
張
し
声
「
於
レ是
永

明
知
尚
剖
二出
心
肝
一主
二張
浄
土
一
既
悟
二
達
磨
直
指
之
禅

一又
能
致
二身

(3
)

於
極
楽
上
品
。
」
と
い
う
あ
る
よ
う
に
浄
土
へ
の
帰
依
を
主
張
し
て
い

る
。
ま
た
彼
は
『
龍
奇
増
広
浄
土
文
』
に
よ
る
と

「
但
見
性
悟
道
便
超
二

生
死
一伺
用
繋
二念
彼
仏
一求
レ生
二
他
方
ご

と
い
う
あ
る
禅
師

の
質
問
に

(4
)

対
し
て

「真
修
行
人
応
二自
審
察

一知
二
如
レ
人
飲
水
冷
暖
自
知
ご

と

答

え
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
馬
鳴
、
龍
樹
、
天
台
、
慧
忠
な
ど

の
歴
代

諸
師
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
往
生
の
行
の
兼
修
を
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
禅
の
血
脈
譜
と
し
て
知
ら

れ

て

い

る

『
景
徳
伝
灯
録
』
に
は

「
僧
問
如
何
是
永
明
妙
旨

(略
)
師
有
偶

日
欲
識
永
明
旨
閉
前

一
湖
水

(
6
)

日
照
光
明
生
風
来
波
浪
起
。
」
と
学
僧
と
延
寿
と
の
禅
問
答
を
挙

げ

な

が
ら
延
寿
を
法
眼
宗
の
嫡
孫
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

彼
の
禅
思
想
は
一
般
的
に
即
心
是
仏
思
想

・
唯
心
思
想
、
最
正
覚
思

想
、
見
性
思
想
、
頓
悟
思
想
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
衆
善

に
帰
す
る
こ
と
、

い
い
か
え
れ
ば
万
法
唯
心
を
以

っ
て
諸
菩
薩
道
を
行

(
6
)

ず
る
こ
と
を
説
い
た
彼
の
末
年
の
著
作

『万
善
同
帰
集
』
に
お
け
る
彼

の
思
想
を
見
る
な
ら
ぽ
、

「
一
名
二理
事
無
碍
一
二
名
二
権
実
双
行
三
一名
二

二
諦
並
陳
一四
名
二性
相
融
即
i五
名
二体
用
自
在

一六
名
二
空
有

相

成
一七

名
二正
助
兼
修
一八
名
二
同
異

一
際
一九
名
二修
性

不

二
一十

名
二
因

果

無

差
ご

と
し
て
理
事
無
碍
思
想
を
根
本
と
す
る
十
間
、
い
ヶ
な
ら

ば

禅

浄
融
合
思
想
の
根
拠
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
事
無
碍
思
想

を
取
り
入
れ

さ
ら
に

「
若
離
レ事
而
推
レ理
堕
二
声
聞
之
愚
一若
離
レ
理
而

行
レ事
同
二
凡
夫
之
執
一当
レ知
離
レ理
無
レ事
全
水
是
波
離
レ事
無
レ
理
全
波

是
水
。
」
と
い
い
、
さ
ら
に
慈
懲
三
蔵

(六
八
〇
-
七
四
八
)
の
影

響

を
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受
け
て
い
る
が
、
諸
行
に
も
と
つ
く
浄
土
往
生
の
思
想
を
著
わ
し
て
い

る
。彼

に
理
即
禅
、
事
即
浄
土
と
い
う
禅
浄
融
合
思
想
を
呼
び
か
け
て
い

る
。
さ
て
こ
う
し
た
禅
浄
融
合
思
想
は
彼
の
浄
土
観
に
投
影
す
る
が
、

彼
は
唯
心
浄
土
と
指
方
立
相
の
浄
土
と
を
共
に
認
め
て
い
る
。
即
ち
彼

は

『
万
善
同
帰
集
』
に

「
唯
心
仏
土
者
了
心
方
生

(略
)

一
切
法
皆

唯

心
量

(略
)
識
心
方
生
二唯
心
浄
土
一
(略
)
心
外
無
レ法
。
」
と
述
べ
て
理

と
し
て
唯
心
浄
土
を
主
張
し
、
ま
た

『
上
都
儀
』
を
引
用
し
、
さ
ら
に

『
宝
積
経
』
や

『
文
殊
般
若
経
』
を
引
用
し
て

「
夫
帰
二
命
三
宝

一者
要

指
レ方
立
レ
相
住
レ
心
取
レ境
不
レ明
二無
相
離
念

一也
。
」
と
の
高
声
念
仏
魔

軍
退
散
。
」
と

「
衆
生
愚
鈍
観
不
レ能
レ解
但
玲
下
念
声
一相
続
上
自

得
レ
往

生
仏
国
ご

と
述
べ
、
ま
た

『
那
先
比
丘
経
』
を
引
用
し

「如
下
持
二
百

枚
大
石
一置
申船
上
上
因
レ船
故
不
レ没
人
難
レ有
二
本
悪
二

時
念
仏
不
レ
入
二

泥
黎
中
一其
小
石
没
者
如
室人
作
レ悪
不
レ知
二
念
仏
一便
入
二
泥
黎
中
ご

と

い
い
か
え
れ
ば
延
寿
は
禅
浄
融
合
こ
そ
は
、
理
事
双
修
と
解
し
、
理
と

し
て
は
唯
心
浄
土
を
事
は
し
て
は
指
方
立
想
を
彼
の
修
行
観
に
取
り
入

れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
延
寿
に
と

っ
て
習
禅
即
ち
浄
土
念
仏
行

で
あ
り
、
往
生
浄
土
即
ち
見
性
悟
道
で
あ
り
、
い
わ
ば
行
住
坐
臥
、
語

黙
動
静
が
そ
の
ま
ま
習
禅
で
あ
り
、
念
仏
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
延
寿
の
著
作
を
通
じ
て
彼
の
思
想
を
考
察
し
て
き
た

が
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
に
お
い
て
法
眼
宗

の
第
三
祖
と
し
て
伝
承

さ

れ

る
と
共
に

一
方

で
は
蓮
社
七
祖
の
一
人
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
た
延

寿
の
伝
承
は
彼
が
禅
師
と
し
て
、
ま
た
念
仏
者

と
し
て
理
解
さ
れ
た
こ

と
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
仏
教
史
に
お
け
る
延
寿

の
位
置
付
け
の
難

し
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
延
寿
は
理
事
無
碍
の

理
念
を
禅
浄
双
修
の
実
践
と
し
て
完
成
せ
ん
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ

の
こ
と
は
、
延
寿
の
思
想
の
帰
結
で
あ
る
と
こ
ろ
の

『参
禅
念
仏
四
料

撚
』
に
あ
る
が

如

く

「
(
1
)
有
レ禅
条
二
浄
土
十
人
九
蹉
レ路
陰
境
若
現
前

瞥
爾
随
レ他
去
(
2
)
無
レ禅
有
二浄
土
一万
修
万
人
去
但
得
レ見
二弥
陀

一伺
愁
レ

不
二
開
悟
一
(
3
)

有
レ禅
有
二浄
土
一猶
如
二戴
レ
角
虎

一
現
世
為
二
人
師
一
来
生

作
二
仏
祖
一
(
4
)

無
レ禅
無
二浄
土
一銅
床
並
鐵
柱
万
劫
與
ニ千
生
一没
二箇
人
依

枯
ご

と
い
う
四
偶
に
も
明
ら
か
で
あ

り
、
禅
浄
融
合
こ
そ
理
事
双
修

へ
の
根
本
行
と
見
た
延
寿

の
修
行
観
を
明
す
も

の
で
あ
る
と

思

わ

れ

る
。
要
す
る
に
延
寿
は
禅
僧
で
あ
り
な
が
ら
念
仏
僧
で
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
、
即
ち
習
禅
と
念
仏
は
彼
に
お
い
て
は
同

一
の
修
行
で
あ

り
、
こ
れ
ら
に
両
道
に
よ

っ
て
彼
は
理
事
双
修
、

禅
浄
融
合
の
完
成
を

目
指
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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